
 

重粒子線がん治療の適応疾患と実績

適応となる疾患・照射期間の目安

・頭頸部がん

(1994年6月～2023年3月）

QST病院における重粒子線がん治療の
診療区分別登録患者数の推移
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患者数

年度

自由診療
保険診療
先進医療等 (先進A+B)
臨床試験

集計期間：1994.6 - 2023.3
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登録患者数合計：15,024人

166

28

　　合計　15,024人

QST病院における重粒子線治療の登録患者数
照射開始日：1994年6月～2023年3月

Total
15,024

AM：11,119
S：5,711

①前立腺
4,645(30.9%)

AM:4,222 S:3,008

②骨・軟部
1,469(9.8%)

AM:1,248  S:411

③頭頸部
1,434(9.5%)

AM:1,100  S:417

④肺
1,185(7.9%)

AM:601 S:253

⑤膵臓
938(6.2%)

AM:661 S:266

⑥肝臓
825(5.5%)

AM:579 S:187

⑧婦人科
351(2.3%)

AM：114 S:68

⑨眼
313(2.1%)

AM:208 S:51

⑦直腸術後
751(5.0%)

AM:613 S:220

⑩消化管
138(0.9%)

AM:27 S:39

⑪頭蓋底
128(0.9%)

AM:99 S:28

⑫中枢神経
106(0.7%) 
AM:0  S:0

⑬腹部リンパ節
118(0.8%)

AM:111  S:27

⑭涙腺
44(0.3%)

AM:23  S:22

⑮乳腺
46(0.3%) 

AM:0 S:26

⑳総合
1,356(9.0%)

AM:1,047  S:323

⑯腎臓
31(0.2%)

AM:13 S:15

AM：先進医療、保険診療、自由診療

S：
⑲照射後再発

1,104(7.3%)
AM:453 S:309
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⑱スキャニング照射
回転ガントリー

41(0.2%) AM:0 S:41

⑰

⑰心臓
1(0.01%)
AM:0 S:0

⑳

スキャニング照射

【保険診療として治療されている疾患】

手術による根治的な治療が困難な疾患が
対象となります。（前立腺がんをのぞく）

・子宮がん（頸部腺癌） 5 週間・・・・・

・大腸がん（術後再発） 4週間・・・・・

涙腺がん 3週間・・・・・・・・・・
鼻・副鼻腔・唾液腺等 4週間・・・・

・骨軟部腫瘍 4週間・・・・・・・・・ ・

・前立腺がん  　 2 週間または 3週間・・・・・

・膵臓がん  3 週間・・・・・・・・・・・

・肝臓がん  2 日～ 3 週間・・・・・・・・・ 

眼腫瘍（悪性黒色腫） 1週間・・・・ ・

【先進医療として治療されている疾患】

【臨床試験として治療されている疾患】

・肺がん（非小細胞型）

・その他、学会の統一方針で定められたもの

Ⅰ期のがんは  1 日～ 3週間

・食道がん（Ⅰ期） 3週間・・・・・・・

局所進行がん  4 週間・・・・・・・ ・

・腎臓がん    3 週間・・・・・・・・・・・

 1 日～ 3 週間・肺転移・肝転移  ・・・・・・・

・リンパ節転移  3 週間～ 4 週間・・・・・・・

・乳がん  1 日～ 1週間・・・・・・・・ ・・

2日～5週間・・・・

食道

乳腺

肺

腎臓

転移性腫瘍
（リンパ節転移等）

頭蓋底

頭頸部

眼窩 (涙腺腫瘍 )

眼

臨床試験

先進医療

肝臓

膵臓

大腸 (術後再発 )

前立腺

子宮

骨軟部

公的医療保険適用

・頭頸部がん



国内外の粒子線治療施設国内外の重粒子線治療施設

日本の重粒子線治療施設

兵庫県立粒子線医療センター
(+陽子線)

2023.6

群馬大学重粒子線医学研究センター

神奈川県立がんセンター

量子科学技術研究開発機構

　　　  QST病院

九州国際重粒子線がん治療センター

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構

大阪重粒子線センター

世界の重粒子線治療施設

下図参照

重粒子線施設
重粒子線施設(建設・計画中)
重粒子線施設(終了）※

量子生命・医学部門

山形大学医学部 
東日本重粒子センター

メイヨークリニック
（米国 ジャクソンビル）

ソウル大学
(韓国 釜山）

 延世大学
(韓国 ソウル）

徐州粒子線総合病院センター
　　　(中国 徐州）

上海陽子線・重粒子線センター
　　　(中国 上海）

蘭州重イオン治療センター
（中国 蘭州）

近代物理研究所 ※
(中国 蘭州）

（中国 武威）

武威腫瘍医院

和祐病院
(中国 仏山）

イタリア重粒子治療センター
（イタリア パヴィア）

 ARCHADE 計画
（フランス カーン）

ハイデルベルク大学
（ドイツ ハイデルベルク）

※重イオン科学研究所
(ドイツ ダルムシュタット）

 マールブルク治療センター
（ドイツ マールブルク）

 MedAustron
（オーストリア　ウィーナーノイシュタット）

台北榮民總醫院
(台湾 台北）

ローレンス・バークレー

(米国 バークレー）

国立研究所 ※


